京都北部地区 舞鶴ブロック

《沖へ漕ぎ出そう（基本姿勢）》

《共通の短期目標と計画》（今年度目標）
　　１．舞鶴ブロック5教会の相互理解を深める。
ひとつの小教区の問題は他の小教区にとっても共通の問題であるはず。舞鶴ブロック
の連帯を深めるため、ブロック会議などでお互いの小教区の現状を忌憚なく話し合
おう。

・これまで、ブッロク単位で会合をもつことが困難だったが、せめて二ヶ月に一回
以上定例集会を持ち、四つの長期目標の進捗具合について話し合い、評価を行ない
ながら、長期目標を目指したい。
　　　　　　・また、各小教区の行事については、北部常任委員だけでもできるだけ参加し、
お互いの小教区の理解に務める。

　　２．５教会合同の子供（小学生）の行事を行なう。
上記のように、それぞれの小教区は子供の数が少ないので、小教区単位で子供の
諸行事を行なうのは困難。したがって、５教会合同の合宿を行ない、ブロック間で
連携を図る。特に今年はサマーキャンプを行ないたい。
　　３．信仰・教会生活についての生涯学習の充実を図る
地理的条件により、５教会合同の研修・黙想会の実施は困難。東・西舞鶴を一つの
ユニットとし、また綾部・報恩寺・福知山をもう一つのユニットとして、信仰の基本、
聖書の分かち合いをそれぞれ月二回行なう。また黙想会を年二回行なう。

